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鹿児島県上甑島の古第三系

井上　英二＊　佐藤　良昭＊＊高井　保明＊＊＊　中尾　征三＊
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E巧i　INouE，Yoshlaki　SATo，Yasuaki　TAKAI，and　Seizo　NAKAo

Abst餓c電

　　　　Studies　on　the　stratigraphy　and　geologic　structure　of　the　Paleogene　Ka血koshiki→ima

Group，which　is　distributed　in　Kamikoshikijima（island）about20㎞off　the　southwestem

Kyushu，were　carried　out。The　Ka皿ikoshikiづi皿a　Group　unconfbrmably　overlie　the　Upper

σretaceous　Himenoura　Group＆nd　has　a　thickmess　ofmore　than　I，900m．The　Group　can　be

divided　into　three　formations，namely，the　Nakakoshiki，the　Oshima，and　the　Segami，in

aSCenCling　Order。

　　　　Depositional　environments　of　the　above　formations　are　considered　on　the　basis　of　their

lithQlogical　evidences　as：Nakakoshiki　Fornlation，Huviatile　meanderingstream、；Oshima　Forma－

tion，nearshore　delta；and　Seg＆mi　Format三〇n，the　seaward　slope　of　the　delta．Abundant　cyclic

sedimentation　are　observed　in　the　Nakαkoshiki　Formation．They　are　the　product　of　the　deposi－

tionfrom　the皿eandering　streams　and　their　migration　on　a　continuously　subsidingsedimentary

basin．

　　　　：Red　mudstone　layersシo牙ten　occurred　in　the　Nakakoshiki　Fomlation，are　flood－plain

deposits．The　red　pigment　is　formed　by　the　oxidation　of　ferrous　iron皿aterial　composing　the

m，udstone　during　the　early　diagenetic　ph＆se．

　　　　Thoughsomemolluscanfbssils　arefbundinthe　Oshim．αFom真ation，itis　notpossibleto且x

the　geologic　age　of　the　fbrmation　because　of　their　very　poor　preservation。Lithologically，how－

ever，the　three　formations，the　Nakakoshiki，the　Osh三ma，and　the　Segami，can　be　correlated

with　the　Paleogene　Akasaki，Shiratake，and　Kyoragi　Formations，respectively，of　the　Amakusa

CoaIHeld　which　is　situated　about50km　northeast黛om　Kamikoshiki→ilna。

　　　　ThereisalargesynclinoriumstructuretrendingNE－SWintheKamikoshikijimaGroup。

Twolarge伽ltsyste皿shavingNE－SW批ndWNW－ESEtrendsarepresentintheisland．These
£olding　and伍ulting　structures　were　fbm真ed　during　early　to】血ddle　Miocelle　and　may　have　a

close　relationship　with　the　occurrence　of　the　Usuki－Yatsushiro　Tectonic　Line　which　is　con－

sidered　as　a　westem　extension　of　the　Median　Tectonic　Line．The　geologic　structure　of　the

Cretaceous　and　Paleogene　Groups　show　striking　s㎞larities　between　the　Koshikijim、a　Is1＆nds

and　the　Amakusa　Islands．It　is　probable　that　the　above　both　Ishnds　belong　to　a　sa皿e　tectonic

provlnce・

1．　まえがき

　上甑島は鹿児島県川内市西方の沖合約20kmの海上に

浮かぶ島で，中甑島・下甑島とともに甑島列島（または

　＊海洋地質部

＊＊燃料部
＊紳九州出張所

甑列島）を構成する．海底地形をみると，甑島列島は西

九州を縁どる大陸棚外縁に位置し，男女海盆にむかって

南西へ突出する．突出部は下甑島であり，上甑島は外縁

内側の大陸棚上にある（第2図）．地質構造的にみる

と，甑島列島は臼杵一八代構造線の延長上にあって（第

1図），西南目本内帯の南西端を占めると同時に，西日本

島弧と琉球島弧の会合点にもあたっているため，島弧基
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第1図甑島列島位置図

盤の構造，あるいは新生代の構造運動，火成活動等を解

明する上で重要な位置を占めている．

　甑島列島の地質を最初に報告したのは伊木（1902）で

あり，彼の20万分の1地質図は全島が白亜系からなると

している．その後，MATsuMoTo（1954），AMANo（1957）

によって同列島の白亜系の層序学的，古生物学的研究が

なされ，最近では田中・寺岡（1973）の上部白亜系に関

する総合的な詳細な研究がある．しかし，上甑島に分布

する古第三系と考えられている紫赤色岩を伴う地層につ

いては，天野・田北（1969）まで，詳細な研究報告はな

されなカ＞った．

　この地層は天草炭田古第三系最下部の赤崎層に類似し

た岩相を有するので，長尾（1926）以来，古第三系の可

能性が主張されてきたものである（松本・野田・宮久，

1961三波多江・露木・郡山，19613天野・田北，1969；

田中・寺岡，1973）・しかし，この地層は，これまで時代

決定に有効な化石を全く産しないため，いまだに古第三

系の確証を得ていない．

　このほか，未公表であるが，鹿児島大学理学部・熊本

大学理学部の卒業論文及び進級論文に上甑島の地質に関

する詳細な記載があって，これらは同島の研究上，貴重

な資料となっている（小野，19621渡会，1964；江口，

1965；田北，1967）．

　地質調査所は工業技術院特別研究r島原周辺海陸総合

調査研究」の一環として1960年に高井・佐藤両名が上甑

島を約60目間地質調査し，紫赤色泥岩を含む地層と上部

白亜系との間に不整合を発見し，それを報告した（地質

調査所，1961）・その後，井上は紫赤色泥岩に着目し，経

常研究として1971－1973年に合計18目間，主として堆積

相を中心に調査を行い，この間中尾が1972年に調査に参

加した．さらに井上は1976年にr中甑」地域の地質図幅

の研究のため15目間，古第三系の野外調査に従事した．

　本報告は上記の諸調査研究の結果をまとめたものであ

り，古第三系の層序と地質構造を中心に記述し，かつ若

干の見解を述べている．なお，上甑島に発達する紫赤色

泥岩の堆積環境と成因については，後目稿を改めて記述

するつもりである．

　謝辞：　本稿を草するにあたり，現地調査に御協力下

さった上甑村長上村清尚氏はじめ役場の関係各位，なか

でも資料提供その他に尽力された山下慶温氏，及び里村

長以下役場の関係各位，調査をつうじて協力下さった中

能重行・大良猛市・柳三十志諸氏に深甚の謝意を表す

る．鹿児島大学早坂祥三教授・大塚裕之助教授，静岡大

学岡田博有教授（当時鹿児島大学），熊本大学理学部村田

正文教授・尾崎正陽助教授，同大学教育学部田村実教授

の諸氏からは資料の提供と助言を頂載した．ここに厚く

御礼申し述べる．また，甑島全般について教示いただい

た本所地質部田中啓策・寺岡易司両技官ならびに水野篤

行技官，岩石について示唆された湯浅真人技官に感謝す

る次第である．

2．地質概要

　上甑島に分布する地層は上部白亜系・古第三系と，こ

れらに貫入した中新世の石英閃緑岩及びそれに伴う岩脈

類である．これら地層の分布と地質構造を第3図に示

す．沖積層の発達はきわめて悪く，中甑や江石その他に

ごく狭少な範囲に分布するに過ぎない．上甑島北側海岸

には波浪や沿岸流に伴う堆積作用によって形成された砂

洲が発達する．そのうち「長目の浜」と呼ばれているも

のは湾入部を潟湖化させ（第4図），里港集落が立地して

いるところのものは，かつての対岸の島を陸繋島化させ

ている（第5図）・

　上甑島東方の双子島には角閃岩と片麻状石英閃緑岩が

あり，これらをつらぬいて石英閃緑岩が露出する．角閃

岩及び片麻状石英閃緑岩は領家変成岩の一員とみなされ

（河内・石原・神戸，1964），上部白亜系及び古第三系の

基盤をなすものと推定される．

　上甑島に分布する上部白亜系は姫浦層群上部であり，

時代はヘトナイ世とされている（田中・寺岡，1973）・姫

浦層群は同島北西部の縄瀬山の半島，及び南端の茅牟田

崎に露出する．縄瀬山の半島における姫浦層群は天野・
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鹿児島県上甑島の古第三系（井上英二。佐藤良昭・高井保明・中尾征三）

田北（1969）の縄瀬山層，田中・寺岡（1973）のF層に

相当する．地層の走向はNNE－SSW，傾斜は20－50。Eで

同斜構造をなしている．青灰ないし暗灰色泥岩と灰白色

ないし青灰色砂岩の互層で，最上部には礫岩が介在す

る．礫種はチャート・砂岩・頁岩が多く，火山岩礫も含

まれる．層厚は約800m以上と算定される・

　茅牟田崎の姫浦層群は天野・田北の平良島亜累層，田

中・寺岡のE層に相当する．走向はほぽE－W，傾斜は

10－30。Nで，局部的に小摺曲や断層がみられる．黒灰色

泥岩を主とする砂岩との互層で，層準によってはスラン

プ構造や斜交層理が発達している．

　古第三系は上甑島の大部分を占めて広く分布するほ

か，中甑島北端と中島，東方の野島・筒島・犬島・近島

・松島等，周辺の小島嘆に露出する．古第三系は天野・

　　　　　　　　　　　　　　鑛

　灘灘翻灘灘難
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第4図　上甑島北東岸の長目の浜

砂洲内側の池は遠景がなまこ池，手前が鍬崎池．

灘灘灘1

　　　　　第5図　島間に発達した砂洲上の里港

遠景の半島は遠見山，右手の海上の島峡は手前が近島，遠景左が野島，右が双子島．
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田北により上甑島累層と呼称されたので，本報告でもこ

れに従う．上甑島層群は概観すると緩やかに摺曲しなが

ら全体としてNW－SEの走向を示し，NEに20－30Q前後

傾斜して分布する．しかし，詳細にみると，同層群は

NE－SW方向の軸をもつトラフ型複向斜構造の軸部にあ

たっており，全体として上記のような分布をなすことが

わかる．同層群の下部は紫赤色泥岩をひんぱんに挟有す

る礫岩・粗粒砂岩・泥岩の互層，中部から上部にかけて

は暗灰色泥岩と砂岩の互層からなり，全層厚1，900m以

上に達する．

姫浦・上甑島両層群は，各地で石英閃緑岩をはじめ，

各種岩脈類によって貫入を受け，ところにより軽度の熱

変成作用をこうむっている．とくに里村南部には石英閃

緑岩が広く露出し，また長目の浜北端及び里北方の半島

の西端には石英閃緑岩が比較的大きな岩体で貫入し，こ

れら貫入岩体周辺の上甑島層群は他地域よりも熱変成度

が高い．

岩脈類は角閃石玲岩・石英斑岩・輝石玲岩・ランプロ

ファイア及び流紋岩であり，その貫入方向はNE－SWが

卓越する．

上甑島に発達する断層はNE－SW性とWNW－ESE性

の両系統があって，いずれも高角度断層であり，かつ正

断層が多い．前者の系統の代表として辻の堂断層と甑推

定断層，後者には里推定断層及び上部白亜系・古第三系

境界断層がある．

3。上甑島層群の層序と岩相

上甑島層群は岩相上，下位から中甑層・小島層及び瀬

上層に区分される（第6図，第1表）・これらの地層名は

鹿児島大学理学部卒業論文（小野，1962；渡会，1964）

を踏襲している．しかし，各層の境界はこれらと厳密に

は一致しない．

3．1姫浦層群との不整合について

上甑島層群と姫浦層群との累重関係は，時代決定に有

効な化石を産しない上甑島層群の地質時代を考察するう

えに，ひとっの重要な論拠となる．両層群の関係を不整

合としたのは1960年における高井・佐藤の調査（地質調

査所，1961）が最初と思われ，その後，天野・田北及び

田中・寺岡も不整合と認めている．しかし，いずれにせ

よ今日まで不整合に関する詳細な報告はない．

両者の不整合関係を示す唯一の露頭は，南東海岸茅牟

田崎北東方約2。5kmの海岸である（第7図）．ここでは

明らかに下位の姫浦層群の砂岩泥岩互層を切って，上甑

島層群基底部が重なる．境界面は数10cmの起伏を示

し，その面を境にして上下の岩相が急変する．鏡界面下

の暗灰色泥岩と互層する砂岩は灰色細粒で上方級化を示

す長石質アレナイトである．一方，境界面上には0．5－

4mの礫岩ないし礫質砂岩があり，その上位に塊状青灰

色（風化色黄褐）のやや凝灰質の泥岩がある．礫は円磨

良好ないしやや良好，礫の大きさは径0・5－3cmが普通

で，最大10cmの円礫がある．礫種は黒色・白色チャ

ートが最も多く，灰色砂岩・暗灰色頁岩がそれに次ぐ．

基質は中ないし粗粒の石英・長石砂である．

境界面をはさんで上下の地層の走向・傾斜は，下位の

姫浦層群がN30－70。W，38－450E，上位の上甑島層群が

N32－55。W，26－32。E及びE－W，15。Nであり，走向は

両層群ともほぼ同じ，傾斜は上甑島層群の方がやや緩や

かである（第8図）・もし，上甑島層群が水平に堆積した

と仮定した場合，堆積当時姫浦層群はほぼN50。W，18。

N　Eに傾斜していたとステレオ投影から推定される（第

9図）．

　以上の観察を総合すると，この境界面は両層群間の傾

斜不整合面と判断される．

　この露頭から茅牟田崎をまたいで真西の約L5kmの

海岸では，上甑島層群と姫浦層群は断層で接している

（第35図）・しかし，断層に接した上甑島層群の部分は塊

第1表　上甑島古第三系地層名比較

小野（1962）＊1

貝池層760m十

小島層780m

中甑層850m十

上部自亜系

渡会（196を）＊

上

甑
島

層

群

貝池層　760m

中甑層1，550m

断層
上部白亜系

天野。田北（1969）

上

甑
島
累

層

上部頁岩層120m十

中部砂岩層300m十

井上・佐藤。高井・中尾
　　　（1978）

下部赤紫色岩層700m・

　　不整合

姫浦層群

上

甑
島
層

群

瀬上層850m十

小島層250－280m

中甑層650－780m

　　不整合

姫浦層群
＊手記，未公表
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　　　　　　　　　第6図　上甑島層群総合柱状図

状青灰色凝灰質泥岩であって，これは上記不整合地点に

おける最下部の凝灰質泥岩と同一層準である．したがっ

て，この断層は不整合面にほぼ沿っていることがわか

る．

　縄瀬山半島南端の海岸では，確実な不整合面は直接観

察できないが，境界にごく近い両層群の岩相をみること

ができる．ここにおける上甑島層群基底部は黄褐色風化

の塊状青色凝灰質含礫砂岩と，その下に続く礫岩からな

る（第10図）・これは南東海岸の同層準の岩相に比較し

て，より礫質となり，単層の厚さが増大している．礫岩

は2層にわかれ，上層は厚さ約8mの円礫岩，下層は

暗灰色泥岩の大礫をおびただしく含み厚さ4m以上（下

＿145一
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灘嚢

｝運
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＿
A：中甑層基底部の凝灰質泥岩と砂岩，B：姫浦層群の暗灰色泥岩，C：姫浦層群の砂岩，UNCF：不整合面．

第7図　姫浦層群と上甑島層群の傾斜不整合（上甑島南東海岸，茅牟田崎北東方）

限不明）の地層である．両層の境界は明瞭で，かつ起伏

がある．上層の礫はよく円磨された径2－10cmのチャ

ート・砂岩・暗灰色泥岩・石英及び火山岩で，基質は灰

白色粗粒砂岩である．この礫岩は上位の凝灰質砂岩に漸

移している．

　3．2中甑麟
　上甑島層群の下部を占め，紫赤色泥岩を挟有する礫岩

・砂岩・泥岩の互層からなる．本層の上限は紫赤色泥岩

が出現しなくなる層準とした．したがって，露出状況あ

るいは紫赤色泥岩の側方尖滅等により，上限は場所によ

って多少異なることが予想される。

　分布：中甑周辺，江石付近，南東海岸に広く分布する

ほか，桑浦以北，浦内湾付近，里村北方の遠見山周辺及

びその東海岸に露出し，また，中島から中甑島北端にか

けて分布する．本層の好露出は海岸にあるが，とくに里

から江石に至る定期航路沿いの南東海岸の断崖では，本

層最上部から基底部までの全層序が連続的に観察でき

る．また，江石一中甑港及びヘタの串海岸における本層

下部にはとくに厚い紫赤色泥岩が発達している．島内部

では中甑一江石間の道路及び中甑一小島間の道路沿いに

それぞれ好露頭がある．

　岩相：礫岩・砂岩・泥岩・紫赤色泥岩の互層からな

り，数枚の酸性凝灰岩の薄層を挟有する．互層は明瞭な

サイクリック堆積を示し，1サイクルの厚さは10－30m

である（第11図）・サイクル数は場所によって異なるが，

大体20－25のサイクルが識別される．サイクルの対比は，
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斜
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葺7図
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、
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〆怒一一くこへ

第8図

　T：上甑島層群，C：姫浦層群．

姫浦層群と上甑島層群の傾斜不整合遠望

第12図のように凝灰岩を基準として，紫赤色泥岩の特徴

その他岩相上の特徴にもとづきながら行った．

　各サイクルの堆積相は大部分が上方細粒型級化であ

り，上方粗粒型級化の例は少ない．

　サイクルの典型的な岩相層序を示すと，下から上へ，

　1）浸食面上の斜層理が著しい礫岩ないし礫質砂岩浸

　食面は通常，数10cm程度の起伏をもつ（第13図）

　2）斜交ラミナを有する塊状粗粒～中粒砂岩

　3）斜交ラミナ・平行層理・小規模漣痕をもつ細粒砂

　岩
　4）微細粒砂岩

　5）　シルト岩ないし紫赤色泥岩

　浸食面上の礫岩部には，しばしば泥岩偽礫を含む（第

14図）．礫岩及び粗粒砂岩には珪化木片・炭化木片が含ま

れるが，これらの多くは層理面に平行に堆積し，圧縮さ

れていて・長さ1mに達するものもある．これらを顕微

鏡下でみると，石英で置換された材質部の細胞組織が断

片的に存在する．

　サイクル下部の塊状粗ないし中粒砂岩は灰白色を呈

し，厚さは数mないし数10mである．この砂岩には部分

的に平板型斜層理（planar　cross－bedding）カ§発達する

（第15図）・また，ところにより非対称型のripple　mark

が存在する．尾川原浜におけるripple　markは波長16－

25cm，波高1－2cmで，直線型である．

　サイクル上部の細粒砂岩は青灰色ないし緑灰色を呈

し，一般に平行層理及び小型（セットの厚さ5cm以下）

の平板型斜層理を示す，部分的にトラフ型斜層理も観察

される．尾川原浜では，この砂岩にrecumbentfoldがみ
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られる（第16図）．foldした層の厚さは2・5m，層の上下

は明瞭な層理面で境される。観察できる範囲では，この

fbldは軸面が水平に近い横臥摺曲であり，形態的にみ

て，カナダ更新統Floral層のrecumbentfbld（HENDRY

＆STA㎝FER，1975）に類似している．これは斜層理表面

に沿った堆積物の流動に原因が求められる．以上のほ

か，細粒砂岩には波長3－10cm，波高0・5－2cmの対称

W

N

鐙
　キ
　　キ
　9●著
も◎

　．逢
　舎
・3

9

S

E

●　1
》《　2

◎3

＝4

蓋：傾斜不整合面上の中甑層の地層傾斜面のポール，2：不整合面下

における姫浦層群の傾斜面のポール，3：1を垂直にした（地層を水

平に復元）ときの姫浦層群の傾斜面のポール（平均），4：3に対する

姫浦層群の地層傾斜面．

第9図　姫浦層群の“古”走向・傾斜の推定（上甑島

　　　層群基底部が水平に堆積したと仮定する）

型ripple　markが数地点で観察される・

　上部のシルト岩は下位の細粒砂岩から漸移する．青灰

色ないし暗灰色を呈し，平行層理以外，とくに目だった

A：サイクル下部の粗粒砂岩相，B：’サイクル上部の紫赤色及び暗灰

色泥岩相で，細粒砂岩を挾在する．

第11図　中甑層のサイクリックな層相（中島北岸）

灘

萎

1撚 懸 驚轍

難難灘難．欝灘灘
　　　　　　　A：円礫岩，B：泥岩の偽礫を多数含む礫岩。

　　　　　　第10図　縄瀬半島南端の中甑層の基底部

鐡、護

難

肇
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第13図　サイクル基底の浸食面（中甑層）

第姓図

離

，麓

サイクル基底部の泥岩偽礫を含む礫質砂岩
（A）（尾川原浜）

堆積構造はない．シルト岩には，ところによって黄鉄鉱

結晶が層理面に多数存在している．

　紫赤色泥岩と青灰色シルト岩との境界はおおむね漸移

的であり（第17図），紫赤色泥岩内部にも青灰色の斑状部

分を多数含んでいる　（第18図）・紫赤色泥岩は一般に無層

理であるが，ところにより平行層理や斜層理が存在する

こともある（ヘタの串）・紫赤色泥岩は不規則な形状の石

灰質結核を多数含むほか（第19図），径数cmから20cm

前後の球状泥灰質団塊を含んでいる．紫赤色泥岩には・

場所によって砂管が多数存在する（第20図）・砂管は母岩

の紫赤色に対して青灰ないし灰色を呈し，棒状，Y字形，

L字型，S字型などさまざまな形状をなし，砂管経部は

1－3cm，長さ5－20cmである（第21図）．砂管の姿勢

は層理面に垂直なもの，斜交するもの，層理面に平行な

ものなどさまざまである．これらは底生動物の巣穴及び

澄い跡と推定されるが，生物遣骸は発見できない．

　凝灰質泥岩は青灰色ないし灰白色を呈し，厚さ数10

cm－1m前後の単層として，主として紫赤色泥岩または

青灰色シルト岩中に挟在している．凝灰質泥岩は風化し

てベントナイト様になる．また，凝灰質頁岩には角礫化

したものがあり，部分的に緑泥石化している．中甑層基

底部の塊状青灰色凝灰質泥岩は塊状で黄褐色に風化する

ので，上甑島層群基底部を追跡するのによい鍵層とな

る．

　サイクル形式の変化：典型的なサイクル内部の岩相層

序は上述のようであるが，中甑層内には，いくつかのタ

イプのものがあり，第22図にその例を示す．図中，L・c。

62は2サイクルからなり，下位のサイクルはほぼ典型に

近い岩相を示す．上位のサイクルは下部の粗粒堆積相が
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第15図　サイクル下部の粗粒砂岩にみられる平板型斜層理（浦内湾奥）

．繍 仔
．
灘
，

第16図　サイクル上部の細粒砂岩にみられるrecumbent　fbld（尾川原浜）

上部の細粒堆積相に比べて箸しく貧弱である．Loc．207

は上部の細粒堆積相，とくに紫赤色泥岩が著しく発達し

たサイクルを示す．Loc・209は典型に近いサイクルであ

るが，下部の粗粒堆積相内に局部的な浸食面が存在す

る．また紫赤色泥岩内に青灰色シルト岩がまだらに存在

する．L・c・205は紫赤色泥岩を伴わぬ下位のサイクル

と，粗粒堆積相が欠除した上位のサイクルとを示す．

：Loc・218は薄いサイクルであるが典型に近い岩相をも

つ．厚く発達した紫赤色泥岩内部にスランプ構造が局部

的に存在する（第23図）・スランプ構造を示す部分は破砕

された紫赤色泥岩であり，その構造下位には厚さ数cm

の緑泥石化・角礫化した凝灰質頁岩がある．すなわち，

堆積当時，凝灰質頁岩をすべり面にして，堆積物が局部

的に地すべりした産物と解される．

　Loc．225は粗粒堆積相が発達し，かつ，一部に上方粗

粒級化を示すサイクルである．Loc。256は3サイクルか

一150一
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A＝青灰色シルト岩，B：紫赤色泥岩，C；上位サイクル基底部の砂岩．BとGとの境界は明瞭で画然としている．

　　　　第17図　紫赤色泥岩と青灰色シルト岩との漸移関係（ヘタの串）

麟 羅

灘懸　　N

第18図　紫赤色泥岩（暗色）と青灰色シルト岩（明色）のまだら模様（ヘタの串）

らなり，下位のサイクル上部はrecumbentfoldを示す・

中位のサイクルは泥岩中に深く刻まれたチャンネル構造

をもつ．Loc・209及び65は細粒堆積相を欠く不完全なサ

イクルである．Loc・215は上方粗粒級化の一部を示し，

Loc．258は浸食面を欠き，かつ細粒堆積相が発達不良の

サイクルを示している．

　中甑層は，要するに，以上述べたようなさまざまな型

のサイクルがくり返し累重して形成された地層である．

各サイクルの厚さ・型式の変化は堆積環境の変化を忠実

に反映したものであって，これについては後の項で述べ

る．

　麟厚：南東海岸で約650m，江石海岸一中甑一小島の
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灘、 蹴灘欝灘導響、癬 懸 、難、

第19図　紫赤色泥岩中の石灰質の小結核及び砂管（層理面の臼い斑紋，浦内湾）

羅謡・ 懸麗

第20図　紫赤色泥岩中の砂管（層理断面の白い斑紋，ヘタの串付近）

ルートで約780mである．桑浦付近では本層は紫赤色泥

岩の発達不良のため，上下限が判然としない．地質状況

からみて約650mである・

　3。3小島層
　粗粒ないし細粒砂岩を主とし，これと互層する暗灰色

泥岩からなり，下位の中甑層と上位の瀬上層との中間的

な岩相を示す．上下の境界は岩相が漸移的である。

　分布：上甑島中央部において北西から南東へ帯状に露

出するほか，遠目木山周辺及び里村北方の市ノ浦海岸，

ならびに近島に分布する．本層の露出は一般に不良であ

り，わずかに小島付近及び市ノ浦付近であるていど連続

的に観察されるに過ぎない．須口池付近の荒人崎に露出

する礫質粗粒砂岩は，紫赤色泥岩が挟在しないこと，及

び地質構造から解釈して本層に含めた．
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灘 購

藻

第21図　紫赤色泥岩にみられる砂管（南東海岸）

　岩相：淡灰色細粒ないし粗粒塊状砂岩を主とし，暗灰

色砂質泥岩・シルト岩を挟む．砂岩には円磨された石英

・珪岩・泥岩礫が部分的に含まれる．砂岩は中甑層の砂

岩に似るが，それに比べて粗粒のものが少なく，礫の含

有量も遙かに少ない．また斜層理の発達している部分

も，中甑層に比較して少ない．

　砂岩泥岩互層の各サイクルは上方細粒級化であり，砂

岩下部には円礫や泥岩偽礫が含まれる．砂岩下限の浸食

面は中甑層ほど顕著でない．暗灰色頁岩には，しばしば

凝灰質団塊が含まれる。石英閃緑岩体付近の暗灰色泥岩

は若干の熱変成作用をうけて，すこぶる堅硬になってい

る．

　化石屡；東海岸尾川原浜沖合の近島には，05舵αの破

片が密集した泥岩と，二枚貝破片が散在する粗粒砂岩が

産する（第24図）・すなわち，近島南岸の断崖には厚さ

L5－3mの砂岩と1・5－2mの暗灰色泥岩が互層してお

り，化石密集層は海面から2－3m上方の位置に存在す

る．05舵4密集層は泥岩上限付近の層準にあって厚さ5－

10cmである．その上位の砂岩基底部の石灰質粗粒砂岩

には，厚さ10－20cmの範囲で大型二枚貝及び巻貝のmold

が散在する．保存状態はきわめて不良で，種の同定が困

難である．これらの化石を含む層準付近において，始新

世の指準化石亙麗拠窺痂伽の探索を行ったが，発見でき

なかった．

　麟厚：市ノ浦付近で約250m，小島付近で280mと算定

される．

　3．4瀬上層
暗灰色泥岩を主とし，細粒砂岩を挟む地層で，小島層

から岩相が漸移する．下限は塊状厚層の暗灰色泥岩とす

る．

　分布：模式地の瀬上・なまこ池・鍬崎池一帯に広く分

布するほか，遠見山半島東端の射手崎に露出し，さらに

東方の松島・筒島・犬島・野島に本層最上部が露出して

いる．

　岩相：暗灰色ないし黒灰色泥岩を主とし，青灰色細粒

砂岩を挟む．瀬上付近でみられる本層下部は暗灰色泥岩

が卓越し，細粒砂岩の薄層を数10cmおきに挟むフリッ

シ型互層をなし，平行層理が発達する．なまこ池付近で

は，砂岩と泥岩が細互層をなす（第25図）．ここでは，径

1－2cmの褐鉄鉱団塊を多数含んでおり，これらは層面

に平行に配列している．灰色細粒砂岩下底面には，しば

しばflute　castがみられる．

　なまこ池北方から大蔵岳にかけての泥岩は熱変成をう

けて堅硬な岩質となっている．ここの砂岩は細粒で，

convoluteラミナ・トラフ型斜交ラミナ・festoonラミナ

等を有する。

　野島・筒島・犬島の本層は，細粒灰色砂岩を主とする

黒色泥岩との互層である．黒色泥岩は熱変成をうけ，あ

るていどホルンフェルス化している．細粒砂岩には斜交

ラミナ・波状層理・スランプ構造・チャンネル構造等が

存在し，粒度も上方にむかって細粒化する．

　麟厚：瀬上・なまこ池付近で650m以上，射手崎から
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A

B

蓮懸

灘募

灘
翻灘嗜

麟

　　　　　　　　　第24図　近島の小島層中の貝化石床
Aは粗粒砂岩中の貝殻化石痕，BはA直下の暗灰色泥岩中に含まれるOstrea化石床．

東端の野島までは850m以上である．

4．岩　　質

4・1中甑麟
各サイクル下部の礫岩に含まれる礫は亜円礫ないし円

礫で，長径3－10cm大のものが多く，最大は20cmの砂

岩礫である．礫種は白・緑・赤色チャート及び石英が最

も多く，ついで黒色頁岩・灰色頁岩である．火成岩礫は

少なく，珍岩礫・酸性火山岩礫等である．天草地方の赤

崎層にかなり含まれる片岩礫（三木・松枝，1974）は，

ここではほとんどみられない。また礫の配列に顕著な定

向性は認められない．礫岩は一般に上部にむかって礫の

含有量を減じ，粗粒砂岩に移行する．

　サイクル下部の粗粒砂岩は中灰色（N5）で，風化し

て灰白色を呈する．予察的な顕微鏡観察では，主成分は

石英38－52％（平均45％），長石18－36％（平均26％），岩石

片（チャート片含む）9－20％（平均14％），基質量5－21

％（平均13％）であって，これは岡田（1968，1971）の
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第25図　瀬上層のフリッシ型泥岩砂岩細互層（なまこ池付近）

分類によると，ややワッケ質に近い長石質アレナイトで

ある（第26図）・長石粒としては一般に斜長石よりカリ長

石が多い．岩石片は珪質のシルト岩ないし微細粒砂岩片

が多く，その他チャート片及び火山岩片である．火山岩

片は珊岩類・安山岩類及び酸性岩類である．基質には微

細な絹雲母が普遍的にあり，ときには黒雲母も含まれ

る，方解石は少ない．また，不透明鉱物も少ない．

　サイクル上部の細ないし中粒砂岩は緑灰色ないし青灰

色（5YR・3／2）を呈し，ときにシルトのラミナを含み，

上位の泥岩に漸移する．主成分は石英25－32％（平均29

％），長石24－41％（平均35％），岩石片14－25％（平均20％）

であり，基質は9－23％（平均14％）である．長石はカ

リ長石が多く，岩石片の種類はサイクル下部の粗粒砂岩

と同様である．粗粒砂岩に比較して石英が少なく，長石

がやや多い．

　サイクル上部のシルト岩は暗緑灰色ないし暗灰色（5

G2／1，5Y6／2，N4）で，ほぼ均質である．鏡下で

は・無組織の基質には絹雲母片及び黒雲母片が多数存在

するなかに，石英の細角粒が散在している．シルト岩に

は黄鉄鉱の仮像をなす褐鉄鉱を多数産する．結晶は立方

体で，その一辺の長さは普通0．5－1mmであるが，なか

には2mmに達するものもある．産状からみて，これら

の黄鉄鉱は堆積後の初期に生成し，後の続成作用で褐鉄

鉱化したものと推定される．

　紫赤色泥岩は黒赤色（5R2／2），灰赤色（5R3／2），暗赤

色（10R2／2）の暗赤色系統から灰褐色（5YR．3／2）ま

で，さまざまな色を呈するが，紫系統の色調はない．し

たがって，“紫赤色”泥岩の名称は厳密には適当でない

と考えるが，慣習上これを踏襲する，1）

　粒度は粗粒シルトないし中粒シルト，稀に微細粒砂岩

となる．基質は鏡下では，絹雲母に富み主として石英の

角片が存在し，粘土サイズの赤鉄鉱微粒子によって埋め

られている．赤鉄鉱微細粒の分布は雲状で，赤鉄鉱が濃

集する部分と希薄な部分がまだらに配列している．両者

の境界は漸移することもあり，また明瞭な境界を示すこ

ともあって，一様でない．石英粒・長石粒には赤鉄鉱に

よる汚染がほとんどなく，雲母片はしばしば赤鉄鉱によ

って部分的に置換されている．また，周縁部を赤鉄鉱に

よって汚染された泥岩片が観察されるが，その内部には

汚染がみられない．そのほか，自形の赤鉄鉱及び磁鉄鉱

結晶が存在するが，個数は少ない．紫赤色泥岩には，ま

た，方解石が散在する．

　以上の観察結果から，紫赤色泥岩の色素は主として基

質を埋める微細な赤鉄鉱であり，色の変化は赤鉄鉱含有

量と暗灰色の基質量との比率によって決定されるものと

考えられる．

　紫赤色泥岩には青灰色ないし緑灰色の斑紋が多数存在

することがある（第19図）・その多くは石灰質結核か，あ

るいは砂管である．これを鏡下で観察すると，緑泥石及

び方解石に富み，赤鉄鉱による汚染は少ない．

　紫赤色泥岩に含まれる楕円体状ないし球状の堅硬緻密

な団塊には微細な石英粒が散在し，かつ，団塊は方解石

　1）ヨーロッパ及び米国では，上記と同じ色調の地層に対して一括し

　　てred　bedと通称している．
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第26図b　天草上島。下島の砂

　　　　岩三成分ダイアグラ

　　　　ム（MIKI，19721三
　　　　木・松枝，1974より

　　　　一部引用及び計算）
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に富む．赤鉄鉱は一般に少なく，石英粒周縁に存在する

が，微細な結晶として散在する．

　凝灰質泥岩は中甑層の数層準に介在しているが，これ

らは緑灰色（5G5／1～6／2）ないし淡青灰色（5B7／1）

を呈し，シルトないし粘土質，風化して灰白色ないし黄

白色を呈してベントナイト質となる．鏡下でみると，凝

灰質泥岩は2種類ある．ひとっは自形ないし半自形の斜

長石粒が多く，そのほか火山岩片や他形のカリ長石粒・

石英粒を含むもの（浦内湾産），他は自形ないし半自形の

石英粒を主とし，斜長石粒を伴うものである．いずれ

も，長石粒は緑泥石化しており，また，石英粒表面にも

緑泥石が観察される．基質は絹雲母に富み，粒の周囲で

流状を示す．赤鉄鉱の結晶も散在するが，数は少ない．

これらは酸性結晶質凝灰岩質泥岩といえる．

　一方，紫赤色泥岩の上・下またはその内部には，紫赤

色泥岩と漸移する青灰色の泥岩があって，一見，凝灰質

のようであるが，鏡下でみると凝灰質でなく，むしろ，

紫赤色泥岩内部の石灰質結核に類似した組織と鉱物成分

をもつ．

　中甑層最下部の塊状の“凝灰質”泥岩もまた，鏡下で

は明瞭な凝灰岩的特徴を示さない．全体として砕屑石英

粒・白雲母・褐色黒雲母が多く，基質は絹雲母に富む．

緑泥石が全体として普通にみられ，部分的に方解石があ

る．これらのいわゆる“凝灰質”泥岩は暗灰色ないし青

灰色泥岩に比較してより細粒であり，かつ，緑泥石と方

解石に富むことで特徴づけられる．

　4。2小島麟
　砂岩は淡灰色（N7）ないし暗黄緑灰色（5Y5／1）を
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呈し，比較的淘汰がよい粗粒ないし細粒砂岩である．砂

岩層内部では上方細粒級化がみられる．鏡下では，砂粒

組成は石英24－42％（平均37％），長石23－32％　（平均28

％），岩石片8－16％（平均13％），基質11－35％（平均24％）

であって，長石質ワッケ及びワッケに近い長石質アレナ

イトである．長石は斜長石よりもカリ長石が優勢で，岩

石片は珪質シルト岩，チャート及び火山岩類（紛岩・安

山岩類及び酸性岩類）である．また，砕屑片として少量

ではあるが黒雲母片が含まれる．基質には絹雲母が多数

存在し，また，局部的に緑泥石がある．貝化石を含む近

島の砂岩はきわめて石灰質であって，化石はすべて方解

石に変質している．以上の岩質は中甑層の砂岩に比較し

て，基質量がやや多いこと，砂粒がより円磨されている

ことをのぞき，あまり差はない．

　泥岩は暗灰色（N3－4）を呈し，粒度はシルトで，ほ

ぼ均質である．鏡下では砂粒はほとんど石英であり，基

質は微細な絹雲母片に富む．これは中甑層の暗灰色シル

ト岩と，岩質上，ほとんど区別がつかない．

　4．3瀬上層
　砂岩は淡青灰色（5B6／1），中灰色（N5），黄緑灰色（5

Y3／2）等を呈し，粗粒ないし細粒で上方細粒級化をし

めし，部分的に泥質物のラミナを含む．鏡下では石英47

％，長石28％，岩石片16％，基質量は11％である．中甑

・小島両層の砂岩に比較しても大差なく，長石質アレナ

イトである．基質は絹雲母の細片に富み，黒雲母もまた

存在する．

　泥岩は暗灰色（N3－4）を呈し，ほぼ均質である．

基質は絹雲母に富み，細粒の石英が散在する．

　ホルンフエルス化した砂岩・泥岩は野島・市ノ浦から

射手崎付近，里港周辺，なまこ池北端付近の石英閃緑岩

体に近い一帯に産する。これらは熱変成度の低い砂岩・

泥岩に比較してかなり堅硬で，かつ，菱形に割れる．鏡

下では，砂粒はほとんど等粒の石英からなり，基質は褐

色黒雲母及び白雲母で充填されている．また，鉄鉱物の

結晶が多数存在する．ホルンフエルス化した泥岩には2

種類ある．1）c・rdieriteの集合とみられる暗色円形スポ

ットが多数存在し，黒雲母の結晶が稀なもの，2）スポッ

トがなくて黒雲母が普遍的に存在するもの，である．両

者の岩質は互いに漸移する．熱変成度は1）から2）へ高く

なっていると解される，

　4・4姫浦麟群の岩石との比較

　上甑島の姫浦層群の砂岩は中灰色（N4－5）を呈し，

粗ないし細粒のアレナイトに近いワッケ質で，肉眼的に

は上甑島層群の砂岩と識別が困難である．しかし，予察

的な顕微鏡観察によると，姫浦層群の砂岩の特徴は石英

粒（17－21％），長石粒（16－18％）が上甑島層群の砂岩に

比較して少なく，代わって岩石片（17－49％）の比率が

高くなることである．岩石片は珪質シルト岩・チャート

・火山岩類が主であり，黒雲母・輝石の破片も少量であ

るが含まれている．基質は絹雲母片に富み，部分的に

は，方解石が基質に若干存在する．

　泥岩は，肉眼的には上甑島層群の泥岩とほとんど区別

が困難である．どちらかといえば，姫浦層群の方に層理

が発達しているようで，鏡下でも絹雲母の定向配列が上

甑島層群の泥岩よりも明瞭である．

　4。5　天草地方古第三系赤崎・白岳両層の砂岩との比

　　　較（第26図参照）

　模式地の天草上島赤崎付近における赤崎層の砂岩は石

英粒19－31％，長石粒2－13％，岩石片52－57％で，岩石

片にはチャートが著しく多いこと，及び基質量は12－M％

であって，これはワッケに近い石質アレナイトに属す

る．一方，上位の白岳層のアルコーズ質砂岩は石英粒59

％，長石粒22％，岩石片11％，基質量7％で，石英質に

近い長石質アレナイトである．以上の結果は三木・松枝

（1974）の研究結果と大要において一致している．

　これらを上甑島層群の砂岩に比較すると，赤崎層の砂

岩は岩石片が著しく多く，とくにチャートに富むこと，

片岩の岩石片があること　（三木・松枝，1974）で明瞭に

区別される．また，白岳層の砂岩（天草下島では福連木

層）は上甑島層群のものに比較して，石英の含有量が高

い．このように，上甑島と天草におけるほぼ同層準に対

比される（後述）砂岩が，組成上，かなり異なるのは，

両地域での供給源の相違，あるいは供給源からの距離の

相違を反映した結果と考えられる．

5・重鉱物組成

　白亜系および上甑島層群の砂岩について重鉱物分析を

行った．砂岩試料の採取位置は第27図に示した通り，主

として上甑島の東海岸である．

　重鉱物分析は通常の方法で行い，得られた結果を第2

表に示した．この結果からいえることは次の通りであ
る．

　1）　分析試料中に重鉱物が占める重量％は，0・07％か

ら約1％までであって，この値は砂岩中の重鉱物量とし

て一般的なものである．

　2〉重鉱物組成の百分率は，透明重鉱物粒を200粒算

えて求めた．しかし，なかには不透明重鉱物が非常に多

くて，透明重鉱物の数が少ない場合があり，そのときに

は200粒よりも少ない数から組成を求めた・

　3）重鉱物の種類はジルコン・電気石・ざくろ石・緑
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第28図　上甑島の砂岩重鉱物組成

れん石・褐れん石・チタナイトが普通で，その他，よう

れん石・燐灰石・モナズ石・普通角閃石がときに存在す

る．

　4）　これらの重鉱物中，量が多く，またどの試料にも

共通して含まれていて主要重鉱物といえるものは・ジル

コン・電気石・ざくろ石・緑れん石である．

　5）姫浦層群と上甑島層群とを区別できるような，顕

著な重鉱物組成上の差はみられない．しかし中甑層に

は，5．1に述べるような組成変化がみとめられる・

　5・1重鉱物組成の垂直変化

　主要重鉱物のうち，頻度にそれほど変化の認められな

い電気石を除き，ジルコン・ざくろ石・緑れん石の地域

別垂直変化を求め，第28図に示した。本図の（a）は茅牟田

崎から蓑掛浦の間（蓑掛浦向斜西翼），（わ）は蓑掛浦から

殿崎の間（蓑掛浦向斜東翼），（c）は里港北方の地域を示

している．組成の垂直変化の特徴は以下の通りである．

　（a）では上甑島層群の中甑層のうち，試料90以上では

ジルコンが優勢，ざくろ石がほぼ一定量含まれ，緑れん
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第2表　上甑島重鉱物組成百分率表

地

域

蓑

掛

浦

向

斜

西

翼

蓑
掛
浦

向

斜
東

翼

里

港

北

方

層

名

中

甑

層

姫
浦

層
群

中

甑

層

小
島
層

中

甑

層

試

料

番

号

81

86

88

90

93

94

100

113

104

106

109

112

63

79

75

70

67

43

36

8
10

11
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15

30

21

35

ジルコン

無褐紫

65　十
61

42十

72　十
34

28’十
24　　1

18十3
80十
6

33十　1

68　十

6
10

2
46

84

93

86十

20十
3十

85十

15

58十
15

9
6

電気石

褐烹緑青

5　十
5　　2

52　13
十2

1　十
　　十
1　1　2

十

　　十十
4　　1十

十

3　2
十

1
5　　22

十

2　　2

十

十十3十

1　十
　十

23232

ざくろ石

無紫鶴

232十
21822
2262
12　十
102
15　5　1　1

2262
5611　十

十

2
47十

1742
31　十
2
3

249十
3十十
41十
5　1　1

1十　 十

1

622
1
十

十

5十十

十112

緑よ褐
れつれ
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ん　　ん
　ん
石石石

十

十

11　　3

42

30　　1

33　　2

13　　2

88　十

　　十
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86
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6　　2

　　1
1　十
72十

9些十

2

78　　2

29101
8032
71

57

チ燐モ普そ
タ　ナ通
ナ灰　　角の
イ　ズ閃
ト石石石他

8
2　　　　1
7　　　　2
4
10　　　　　1

15　　　　　3
11

2　1　3

3　　　　十

2十

64
3　　2

1
2
2
5

12

1

十

1

4
十

2

1
1
十

十

十

12

4
2

黒鋭黄

雲錐鉄

母石鉱

〇

十

○

◎

十

十〇

　十

十

十

　　◎
○

◎　十
◎

○

十

十

十

○

鉱数重
　え鉱物た

　　物の透

　明量
数重（wt％）

1420．08

2000．26

2000．24

1540．31

190　1．04

200

200

1480．65

1940．41

1440．66

1360．17

1300．10

1600．43

2000。36
200　1．03

1300．31

1650．18

2000．07

1550．08

1720．58

2000．66

1290．17

　

き

華

2000．25

2000．21

1360．4fO
171　0．30

1910．24

◎：多，○：普通，＋：少

石がほとんど存在しない．同層の試料93以下では，かな

りの量の緑れん石が含まれている．試料数が少なく，明

確な差といえるかどうか難しいが，白亜系（試料104以

下）では，緑れん石ばかりのものもあるが，ジルコンが

優勢である．

（b）では，中甑層の試料70以下は重鉱物の大部分がジ

ルコンからなるのに対し，同層の試料75以上では，これ

と対照的に大部分が緑れん石からなっている．

（c）では，ときにジルコンがちのものもあるが，全般

的に緑れん石が優勢である．

以上を要約すると，蓑掛浦向斜の東翼と西翼とでは，

中甑層上部の主要重鉱物組成間にかなり大きな差が認め

られる．

5。2天草地域との比較

本地域の白亜系や上甑島層群中の重鉱物と類似の組成

をもつものに，天草上島や下島に分布する白亜系と古第

三系がある．佐藤（1961），OH燃（1961）によって，そ

の主要組成をあげてみると第3表のようになる．この表

をみると，天草上島の白岳層は非常にジルコンに富んで

おり，赤崎層は100％緑れん石である．天草下島では白

岳層に対比される福連木層が同じくジルコンに非常に富

んでいる．白亜系（深海層を含む）には明瞭な特徴がな
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く，各試料の組成をみると，ジルコンに富むものざ，も

くろ石に富むものもあり，緑れん石をかなり含むものも

ある．

　上甑島の白亜系・古第三系の主要重鉱物組成を上記天

草地方のそれと比較してみると，主要重鉱物がジルコン

・ざくろ石・緑れん石であること，ジルコンの量は2－

93％，ざくろ石は1－67％，緑れん石が1－94％含まれて

いることなどから，全体としてみれば，天草下島の福連

木層および上部白亜系の組成と類似している．

　とくに第28図の（a）地域，（b）地域のジルコンの多い部分

を除いて考えると，上記3鉱物がそれぞれかなりの頻度

で含まれる点から，天草下島の白亜系と非常によく似て

いるといえよう．

　一方，（a），（b）地域でジルコンを多く含む中甑層はざく

ろ石が少なく，緑れん石も稀に，わずかしか含まれない

点から，天草下島の福連木層，上島の白岳層の組成に類

似する．さらに（c）をみると，中甑層上部及び小島層は緑

れん石に非常に富んでおり，むしろ天草上島の赤崎層的

である．すなわち，重鉱物の面からみると，天草上島の

層序とはよく対応しない．試料数が少ないので確定的な

ことはいえないが，この重鉱物組成上の違いは，上甑島

と天草で必ずしも古第三系の層位的位置が異なることを

意味するものでなく，むしろ両地域における堆積物質の

供給源が異なることによるものと考えられる．

　5．3　堆積物の起源

　重鉱物中の有色鉱物としては，普通角閃石が，ときに

ごくわずかみられる程度であって，その他のものは存在

しない．しかし，このことから，火山岩・火山物質の影

響がなかったとは即断できない．というのは，砂岩薄片

第3表　天草地方重鉱物組成表

（地域）　地層名

（上島）

上島層群白岳層＊＊

赤崎層群赤崎層＊＊

姫浦層群＊＊＊

（天草下島）

下島層群福連木層

“赤崎層群深海層”＊

深海層＊＊

姫浦層群

ジル

コン

　％
41－77

　0

48’

　％
63－73

4＿65

40－57

2－37

ざく

ろ石

　％
1－25

0
0

　％
1－16

3－72

4－28

6－53

緑れん石

0
100

0

％

　　　％
　　1計

（難蓉が）

　　　0
（畿穀が’）

　　3－83

試料数

3試料
4試料
1試料

7試料

12試料

8試料

12試料

＊当時，この深海層は古第三系赤崎層群とされていたが，その後，白

　亜系であることが判明した（高井，未公表資料）．

＊＊OHARA（1961）による．

の観察によれば，火山岩片・凝灰岩片がしばしば存在す

るからである．したがって，有色鉱物のみられないこと

は，佐藤（1971）が述べているように，新第三系ではご

く普通に存在するこれら重鉱物も本地域の堆積物が古第

三系と古いため，おそらく堆積初期には存在していたで

あろうが，その後の続成作用のために消失し去ったもの

と考えられる．

　堆積岩中の重鉱物として多量のざくろ石が存在すると

き，その堆積物の起源は変成岩（結晶片岩類）であるこ

とが多い（SATO，1969）・緑れん石の起源も変成岩（結晶

片岩類あるいは変質火成岩類）といわれる（Fom，1951，

p．624）．また天草下島，牛深市の東に露出する赤崎層

（始新世）は結晶片岩礫を含み，重鉱物として多量のざ

くろ石と緑れん石をもっている（佐藤，1961）・本地域で

も主要重鉱物としてざくろ石・緑れん石を含んでおり，

供結源として結晶片岩類からの影響があったことが考え

られるが，第29図のZGT図（ジルコンーザクロ石一電

気石三角図）ではざくろ石量の大部分が60％以下である

ので，原岩からはかなり離れており，運搬・堆積過程に

おける重鉱物の淘汰作用の影響の方が強く表われている

ようである．ちなみに，SATO（1969）は変成岩起源を推

定できるざくろ石量として，ZGT図でジルコン10％以

下の範囲（M領域）を提案している．

　ジルコンがときに多量にみられる（重鉱物量としては

少ない）が，円磨されているものについてはより古い堆

積岩類（とくにアルコーズ），自形で円磨をほとんど受け

ていないものは酸性火成岩類（酸性火山岩あるいは花嵐

岩）からの供給が考えられる．ZGT図（第29図）をみ

ると，蓑掛浦向斜東翼の試料では，2つの例外を除いて

A領域（ジルコン30％以上，ざくろ石20％以下の範囲

で，SATO（1969）による花闘岩起源を推定できる組成）

を占めている．すなわち，蓑掛浦向斜の東翼と西翼で

は，堆積物をもたらした水系あるいは源岩が異なってい

たのではないかと考えられる．

6．　堆積環境の推定

　上甑島層群は，岩相・岩質上の特徴から，まず，かな

り強い水流の影響下で形成された堆積物であると判断さ

れる．

　6。1中甑屡
　中甑層には，上方細粒級化の堆積相が反復して出現

し，各サイクルの下部の粗粒堆積相には斜層理その他が

発達し，かつ，珪化木片を含む．一方，上部の細粒堆積

相には紫赤色泥岩が存在することを特色としている．こ

のような岩相は，地質時代を通じて世界各地から報告さ
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鹿児島県上甑島の古第三系（井上英二・佐藤良昭・高井保明・中尾征三）

れている河成堆積物（ALLEN，1964；FREND，19651そ

の他）の岩相上の特徴に一致する．

　河川環境及びその堆積相については，ALLEN（1965）

によって地質学的に集大成された感があり，これに中甑

層の堆積相を対比すると第4表のとおりである．同表の

a）一c）は水流の影響が少ない静穏な環境，すなわち河川

自然堤防上部ないしそれをこえた場での垂直方向の堆積

作用が主であり，d）は水流の強い影響下にさらされた環

境，すなわち河川流路内部における側方堆積作用の産

物，及びe）は水流による側方・下方浸食によって淘汰さ

れた残留物と解釈されている（HAPP6厩」．，1940；

ALLEN，1965）・第22図に示したサイクル型式の変化は，

上記の堆積場の変化に対応したものと考える．

　ALLEN（1965）によると，河川は堆積環境的に，1〉扇

第29図 上甑島の砂岩重鉱物三成分
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状地の河川，2）網状河川（braidedstream），3）直線的河

川及び，4）蛇行河川（meαndering　stream）の4モデルに

分類されており，中甑層の堆積相は，その特徴からみ

て，蛇行河川の産物と考えられる．各サイクルは上位の

サイクルによって一般に浸食されているが，これは蛇行

する流路変化に由来すると解される．第22図のLoc。265

等にみられるような不完全サイクルは，流路の急激かつ

小きざみな変化を反映している．

　サイクリックな堆積作用の要因については，1）海進・

海退の反復，2）堆積盆地の隆起・沈降の反復または断続

的な沈降，3）気候的要因による堆積量の週期的変化，例

えば洪水の反復等，4）水底における混濁流の反復，5）沈

降盆地における蛇行河川の流路変化，が考えられる．中

甑層の場合はそれが海成であるという証拠は得られてい

ず，またタービダイト的要素がみられないので1）と4）の

可能性はない．2）については，堆積盆地の断続的な沈降

と物質供給とがうまく調和しなければ，本層にみられる

ような厚層かつ規則的なサイクルを形成することは困難

であろう．盆地の周期的な沈降・隆起のくりかえしも同

様である．3）については，ここでは積極的にこれを支持

する証拠は認められない．したがって，中甑層のサイク

リックな堆積作用の原因は，主として5）と考えたい．さ

らに，中甑層は，その上位に漸移する小島層が瀕海成層

であることを考えあわせると，海岸に近い平野部におけ

る蛇行河川の産物と推定される．

紫赤色泥岩の成因

　赤色岩及び紫赤色岩の赤色素が赤鉄鉱であることは，

従来から認められている．問題は多量の赤鉄鉱が如何な

　第4表　中甑層のサイクルとそれに対応する河川堆

　　　　積物の対比

中甑層の1サイクルの岩相

上

部

堆

積

相

下

部

堆

積

相

紫赤色泥岩及び暗灰な
いし青灰色シルト岩
a）

泥岩内部でレンズ状に
尖滅する砂岩
b）

河成堆積物分類
　（ALLEN，1965）

氾濫原堆積物
（Floodbasin　deposits〉

自然堤防決壊散布堆積物
（Crevasse－splay　deposits）

磐泥岩細互層」鍵監欝

平行層理の中一細粒砂
岩及び斜層理に富む粗
粒砂岩・礫質砂岩
d）

泥岩偽礫をもちスラン
プ構造を示す礫岩・砂
岩
e）

ポイントバー堆積物
（point－bar　deposits）

流路埋没堆積物
（Channel　lag　deposits）

る環境で生成して堆積物に含まれるに至ったかであっ

て，これには現在もなお，幾つかの説がある．その主な

ものは，1）堆積物の供結源地で風化によって生じた赤鉄

鉱を多量に含む砕屑物（例えばラテライト等）が堆積盆

地に運搬されたという他地生成説（KRYNINE，1950；

SGHLuGER，19761西山・他，1973）と，2）砕屑物中の鉄鉱

物が堆積盆地の酸化環境下で赤鉄鉱に変化したという

現地生成説　（WALKER，1967a，b　l　FRIEND，1965三vAN

HouTEN，1964；Mc　BRIDE，1974）の2説である．

　西九州の古第三系紫赤色泥岩の成因については，伊木

（1902）の輝緑凝灰質頁岩説，松下（1949）の雲母片岩

・緑色片岩風化砕屑物の再堆積説及び三木・松枝（1974）

の現地における地下水作用説等がある．

　中甑層の紫赤色泥岩の成因については，まだ結論を出

すには至らないが，予察から得た現在までの筆者等の推

定は以下の通りである．すなわち，推定の根拠を略述す

ると，

　1）　中甑層は蛇行河川堆積物であり，紫赤色泥岩は岩

相からみて氾濫原堆積物と推定される．

　2）　紫赤色泥岩は層状であるが青灰色泥岩との境界は

一般に漸移的である．

　3）　紫赤色泥岩には多数の生物の巣穴や這い跡等の生

痕があり，これらの生痕は石灰質で緑泥石を含み，紫赤

色泥岩中に緑灰色のスポットで存在する．

　4）　青灰色ないし暗灰色泥岩中に産する自生の黄鉄鉱

は，紫赤色泥岩には存在しない．

　5）　紫赤色泥岩に凝灰質頁岩が伴うとは限らない．

　6）　砂岩は赤色を呈さず，基質にも微粒の赤鉄鉱はほ

とんどない．

　7）紫赤色泥岩の赤色素は，基質中に多量に含まれる

微粒の赤鉄鉱である．

　8）砂岩・シルト岩・紫赤色泥岩を通じて，主成分鉱

物組成に顕著な差は認められない．

　9）　化学組成（第5表）をみると，紫赤色泥岩とそう

でない泥岩との間には，Fe全量に若干の差があり，か

つ，紫赤色泥岩では酸化第二鉄が酸化第一鉄よりも多

く，他の泥岩はその逆である．他の主成分については，

両者問に差はほとんど認められない．

　以上にもとづいて推論すれば，もし赤色砕屑物が供給

地から運搬されて堆積したものであれば，紫赤色泥岩を

挟む上下の泥岩砂岩の基質にもかなりの赤色素が認めら

れてよいはずである．また，ある時期に限って赤色風化

砕屑物が運搬されてきたのであれば，紫赤色泥岩とそれ

に接する非紫赤色泥岩との境界はかなり明瞭であっても

よいと考えられる．また，もし堆積物埋没後に非赤色の
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第5表　中甑層の紫赤色泥岩及び暗灰色泥岩化学分析

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO

MnO

MgO
OaO

N＆20

Kl20

P205

CO2

C

H20十

H20一

Total

紫 赤 色 泥 岩 Red　mudstones

27A　　36A　　38A　　磁A　　65 S72S96E81A－1　81D　　81E　81B　　81C　　72上　　72下　　72端　　261

59．37　　59．69　　61．73　　57．10　　57．22

0．91　　　0．90　　　0．79　　　0．83　　　0．78

17．52　　18．69　　16．85　　19．77　　20．34

59．08

0．92

19．01

59．92　　54．33

0．82　　　0．78

18．06　　20．50

58．25　　60．18　　　　　一　　　　　一

〇．70　　0．68　　0．81　　0．88

20．76　　18．20　　　　　一　　　　　一

0・90ρ・910・95LO1

7．42　　6．86　　5．46　　5．95　　5．90

1．94　　　1．22　　　2．34　　　1．54　　　1．94

0．06　　　0．10　　　0．11　　　0．13　　　0．07

3．46

3．76

0．08

6．97　　　8．67

1．92　　　2．77

0．04　0．06

7．03　　　6．74　　　3．16　　　7．50

1．33　　2．19　　4．81　　2．37

0．05　　　0．07　　　　　一　　　　　一

6．55　　　6．71　　　3．99　　　5．32

1．76　　　1．44　　　1．90　　　2．84

2．35　　　1．92　　　3・33　　　2．57　　　1．91

0．48　　　0．39　　　1．15　　　1．64　　　1．02

1．33　　　1．42　　　1．88　　　2．02　　　1．73

2．39

0．78

0．73

2．02　　3．19

0．75　　　0．59

1．33　　　1．15

1．74　　　2．73　　　　一　　　　一

〇．59　　　0．76　　　0．73　　　0．46

0．84　　1．33　　1．67　　1．21

1．11　　1．65　　　1．47　　0．10

1．51　　1．57　　　1．68　　　1．12

3．61　　　2．45　　　1．29　　　1．99　　　3．33

0．18　　　0。09　　　0．07　　　0．14　　　0．10

4．35

0．07

．0

2．51　　2．61

0．06　　0．06

0．04　　一

3．41　　2．25　　　1．82　　2．86

0．03　　　0．06　　　　　一　　　　　一

2．58　　2．42　　2．52　　3．31

3．88　　5、12　　4．18　　4．69　　4．74

0．78　　　1。06　　　0．62　　　1．26　　　0．68

4．18

0．76

4．10　　3．90

1．16　　　0．96

4．26　　　3．76

0．84　　　0．86

99．83　　99，91　　99．80　　99．63　　99．76　　99．57　　99．70　　99．57　　99．83　　99．81

　暗灰色泥岩
Dark　grey　mds．

36C　　83

60．72　　61．10

0．64　　　0。73

19．70　　19．66

2．12　　　2．43

2．77　　　3．05

0．05　　　0．06

2．38　　2．19

0．36　　　0．42

1．51　　　0．87

3．34・　　3．70

0．09　　　0．15

4．85　　　些．46

1。10　　1．00

99．79　　99．82

（分析：東京石炭研究所）
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泥岩が地下水の酸化作用で赤色化したのであれば，相対

的に透水性が大きい砂岩の基質にこそ，赤鉄鉱化が進ん

でよいと考えられるが，その事実はない．さらに，紫赤．

色泥岩は岩質からみて積極的に凝灰質であるとはいえな

い．

　以上から，中甑層の紫赤色泥岩は，氾濫原において，

堆積中絶期に，酸化環境下で，鉄鉱物を多量に含んだ泥

質物の酸化によって生成したと今のところ考えている、

紫赤色泥岩中に存在するまだらないしスポット状の青灰

色部分は，生物の作用による局部的な還元環境の出現に

より，その部分だけ赤鉄鉱が還元したと考えられる．な

お，紫赤色泥岩の成因については，今後さらに考察を進

める予定である．

　6．2小島層と瀬上層

　小島層は砂岩を主とする暗灰色泥岩との互層で，中甑

層とは岩相が漸移的である。小島層は中甑層に比較し

て，礫の減少，砂岩の細粒化，サイクルの厚さの減少及

び紫赤色泥岩の欠除という特色がある．斜層理・漣痕・

浸食面等の堆積構造は，中甑層のものに比べて小規模で

ある．砂岩・泥岩の組織・鉱物組成は，中甑層（紫赤色

泥岩）と大差がない．

　以上から推定すると，小島層は流水下の環境で形成さ

れたが，中甑層堆積当時よりも穏やかであって，かつ，

中甑層を堆積させたのと同一河川の下流側に堆積したも

のと考えられる・近島の小島層に0飾顔の化石床及び海

性二枚貝化石片が産することから，少なくとも小島層の

この部分は海性環境であったと判断される．これらを総

合すると，小島層は沿海堆積物と推定される．

　瀬上層は小島層から岩相が漸移し，泥質岩が優越する

岩相を示す．泥岩にはさまれる砂岩は上方細粒級化をし

めし，羽毛状ラミナ（flaser　Iamination）・斜交ラミナ・

スランプ構造・チャンネル構造等が観察される．瀬上層

が海成層であるという確実な証拠は，まだ発見されてい

ないが，岩相及び岩質からみて，瀬上層は小島層より沖

合の堆積物であると推定される．

　以上を通じて上甑島層群の堆積環境変化をみると，蛇

行河川環境（中甑層）→沿海性環境（小島層）→やや沖

合の海性環境（瀬上層）のように変化し，本地域の堆積

盆地が次第に沈降して，海進がすすんでいった状況がう

かがえる．

7．地層対比

上甑島層群には時代決定に有効な化石が産しないた

め，本層群が古第三紀に属するか否かを確実に決定する

ことはまだできない．筆者等は下記のような理由から，

本層群を古第三系とみなした。

　L　中甑層の紫赤色泥岩が上部白亜系ではないかとい

う疑問が一部にある．しかし，白亜系の赤色岩相を有す

る御船層群及び雁回山層（田村・田代，1966）はそれぞ

れギリアーク統及び浦河統であるが，上甑島層群は姫浦

層群（浦河一ヘトナイ世）の上位にある．

　2）上甑島・姫浦両層群間の境界は傾斜不整合であ

る．

　3）　上甑島層群は地理的・構造的（後述）にみて天草

地方古第三系上島層群の南西延長上にあり，両層群は層

序・岩相的に類似する．

　宇土半島西部・天草上島及びその付近に分布する古第

三系は，下から赤崎層・白岳層・教良木層からなってい

る。赤崎層は姫浦層群を不整合に覆い，紫赤色泥岩と砂

岩の互層である．白岳層は厚層塊状のアルコーズ質砂岩

で特徴づけられ，下部には暗灰色泥岩・炭質頁岩が挟在

する．赤崎層との境界は漸移的である．白岳層下部の1－

3層準には，温暖な沿岸域ないし浅海生の伽観伽碗一

α伽訪，髭漉4勉勉及びOoJρo瑠短の3貝化石群集が産し

ており（井上，1962），これらは下部07伽％」僻ゴ吻η伽5

帯に属し，その地質時代は始新世ルテシアン，一部イプ

レシアンとされている（長尾，1928）・教良木層は暗灰色

泥岩の厚層からなり，細粒砂岩を挟在させる地層で，ス

ランプ構造と推定される層内摺曲が発達する．

　以上の地層に上甑島層群を対比すると，中甑層は赤崎

層，小島層は白岳層，瀬上層は教良木層にそれぞれ岩相

上よく対応する．中甑層は赤崎層と同様に無化石層であ

るが，近島の小島層中の貝化石産出層準は，白岳層の下

部0πh砿1砿ゴαρon勉5帯にあたる可能性がある．もしそ

うであれば，それより下位の厚層の中甑層は始新統下部

ないし暁新統にあたる可能性が残される．

　上甑島と天草上島の古第主系は，このように層序と岩

相上，たがいに類似するが，層厚からみたとき，両者間

に若干の差がある．すなわち，赤崎層の層厚は100－160

mで，紫赤色泥岩を挟むサイクル数も10以下であって

　（井上，1962），中甑層に比較して発達が悪い．白岳層の

層厚は160－190mであって，小島層よりもかなり薄い．

また，赤崎層は中甑層より粗粒であること，白岳層下部

には炭質頁岩が介在することなど岩相的特徴を考え合せ

ると，天草上島の赤崎層の堆積の場は中甑層よりも河川

上流側，白岳層は小島層より沿岸側に存在したのではな

いかと考えられる．

　教良木層は厚さ1，000m以上あり，瀬上層もまた850m

以上あって，上限は不明である．教良木層の主部は有孔

　虫・海生貝化石を産して明らかに海成層であり，瀬上層

一166一



鹿児島県上甑島の古第三系（井上英二。佐藤良昭・高井保明・中尾征三）

はまだ化石を産しないが，先述のように海成層と推定さ

れるので，両層堆積当時に至って，上甑島・天草一円に

海進が拡大したと考えられる．

　一方，赤崎層は天草下島には分布しない，赤崎層の欠

除について，従来の層序的解釈を大別すると，姫浦層群

上位の深海層が赤崎層の同時異相であるという説　（長

尾，19261松下，1949；波多江，1956，1960）と，深海

層は白亜系であり，赤崎層は堆積せず福連木層（上島の

白岳層相当）が白亜系上にオーバーラップするという説

（松下ほか，1959；三木・植松，19731MIKI，1972）と

がある．この問題を解決する鍵は現在のところ上甑島で

は見当たらないが，ある吟は上甑島主部で発達した紫赤

色泥岩が西部で尖滅することが何らかのヒントになるか

もしれない．ともあれ，上甑島は天草下島よりもむしろ

上島と同様の堆積環境にあったといえよう．

8．地質構造（第31図）

　上甑島層群は幾つかのNE－SW方向の軸をもつ複向斜

構造をなしている．各摺曲軸は北または南にプランジし，

多くの断層で遮断され，各地に不完全なべ一ズン・ドー

ム構造をっくる．各摺曲軸部における地層傾斜は10。前後

であるが，翼部では15－40。である．同島中央部にはNE－

SWに走る大断層帯があって，両側で地質構造が若干異

なっている．また，同島北東海岸に沿ってNW－SE性の

推定断層があり，その両側で地層のくりかえしがみられ

る．同島東方の野島と双子島間には，上甑島層群最上部

と基盤岩とを画する大断層が推定される．

　9．1裕　　曲

　1）上甑島中央部をNE－SWに走る辻の堂断層帯の西
　　　ふさき
側には，鍬崎池から中野に走るNE－SW方向の向斜軸が

周辺の走向・傾斜から推定される，この向斜の南西延長

は中甑付近でピッチングしながら中甑湾の向斜に連なる

と考えられる．中甑一瀬上一桑浦一帯は本向斜の西翼に

あたり，20－400NEに傾斜した同斜構造をなす．

　一方，本向斜軸を挟んで2本の短い背斜軸がある．そ

の1つはヘタの串と中島間の水道をENE－WSWに走る

背斜軸，他は中甑南の丘陵をN－Sに走る背斜軸である．

このような摺曲のくりかえしによって，中甑湾周辺の地

層は10。前後の傾斜でゆるやかにうねっている．

　2）　辻の堂断層帯以東の江石一遠目木山一東海岸一帯

では，上甑島層群は蓑掛浦をほぼN－Sに走る軸をもつ

ベーズン構造をなしている．これの西翼では，遠目木山

麓部で地層はNE－SWに走るが西方にむかってN－Sか

らNW－SEに変化し，茅牟田崎付近ではほぼE－Wとな

る．西翼の地層の走向はこのように変化するが，傾斜は

20－35。EまたはNで，あまり変化しない．西翼部が辻の

堂断層に接する江石付近ではNE－SWに走る背斜軸が認

められる．

　一方，向斜東翼では，地層はWNW－ESEないしE－W

に走り，南へ20－30。傾斜する．尾川原浜付近の海岸で

は，さらに小規模な地層の擾乱がみられる．

　3）　里港北方の半島の市ノ浦から射手崎，その東方の

松島・筒島にかけては小島層・瀬上層がNW－SEに走り，

東に20－300傾斜して単斜構造をなす．筒島とその東の野

島間で地層はNW－SEからE－Wにまわり，両島間に北

に沈みNE－SWに走る向斜軸が推定される．

　この半島主部の地質構造はやや複雑であって明確に把

握されないが，概要は西側が欠けた半ドーム構造とみな

される．地層傾斜は20－500で，半島北西端の石英閃緑岩

露出地にむかって急傾斜となっている．

　4）　下甑・中甑両島のほぼ中央部をNE－SWに走る姫

浦層群の複向斜軸（田中・寺岡，1973より推定）は・中

甑湾の向斜軸に連なるようである。

　5）　石英閃緑岩貫入による地層の擾乱は，辻の堂一里

間の道路沿いで観察される．また，荒人崎から鍬崎池付

近で局部的に擾乱がある．

　8．2断　　層

　全島にわたってNE－SW系統の断層と，WNW－ESE系

統のものが発達するが，断層数において前者が卓越して

いる．

　8．2．1NE－SW系統断層

　甑推定断層：野島と双子島間には著しく大きな層序的

ギャップがある．野島には上甑島層群最上部が分布する

のに対して，その東方わずか1kmへだてた双子島では

角閃岩・片麻状石英閃緑岩が露出しており，これらは領

家帯に属するものといわれている（石原・河内，1961三河

内ほか，1964）・これらの岩石は姫浦・上甑島両層群の基

盤と推定される．両層群の層厚合計は5，500m以上であ

ることからみて，かりに古第三系が基盤に高角度でアバ

ットしたとしても，その層位的ギャップはあまりにも大

きく，したがって両島間に大断層を推定せざるを得な

い．田中・寺岡（1973）はこれを甑断層と仮称し，臼杵

一八代構造線の1分岐とみなし，さらに断層面が東に急

傾斜した逆断層であろうとした．この推定断層は甑島列

島東岸に沿ってNE－SWに走り，その南酉延長の海底断

崖（宇治地塊）にあたることが永野等（1976）の海底地

形図（第2図参照）から察せられる．本推定断層をこれ

よりさらに南へ延長すると，沖縄舟状海盆の西側斜面，

すなわち，東シナ大陸棚斜面にのびる．本座（1976）の

海底地質図からも，同舟状海盆北部にNE－SW性断層が
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第31図　上甑島の地質構造図（地層走向線で表現）
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雁行状に存在することがわかっている，以上から，甑推

定断層は，同舟状海盆の成因，ひいては琉球島弧と西日

本島弧との構造的関係を知るうえに重要な1構造線では

ないかと想像する。

　辻の堂断層（第鷺，嬰図）：上甑島中央部を荒人崎一辻

の堂一江石を結ぶ線に沿ってN薪SWに走る断層帯かあ

る。本断層は数条ぴ）断層からな鯵、地層擾乱を含む断層

帯の幅は40－200m，断層帯内部の地層は強い擾乱を受け

ている．各地の露頭で観察された個々の断層の性質を第

6表に一括して示す．同表からわかるように，個々の断

層はいずれも60。以上の急傾斜をなし，破砕帯の幅は数

10cmから2－3mである。すべり面の擦痕によると，

水平変位より垂直変位が大きい断層で，個々についてみ

れば正断層のものが多い。しかし辻の堂断層全体からみ

ると，個々の断層面の傾斜方向に変化があるので，正逆

の判定は困難である．落差は地質図から判断して，北西

側落ち数100mとみなされるが，地域によって異なるよ

うである．

　本断層を荒人崎より北へ延長すると，里港北方の半島

中央部の道路わきに露出する断層破砕帯にあたる．この

破砕帯は幅1m以上，断層面はN50。E、780Nをしめ

．し，断層面上の擦痕から，これが正断層とすれば右ズレ

の水平変位を伴ったことが推定される．

　その他のNE－SW性断鷹；小島南の浦内湾海岸には，

N10－50。E，55－70。Nの断層群がある．断層破砕帯の幅

第6表 辻の堂断層帯の各露頭における断層面の走

向・傾斜

場所翻
誌の堂峠付近

　　〃

走向・傾釧破砕幣

ノノ

〃

〃

〃

　　zノ

中野一江石
　　ノノ

〃

！！

266N－S，70W　　　O．2

2671N65E，70NWl　O．4
　11：MIE，60NW　　LO

　l3N50E，72NW　　O．8

　14N75E，75N大
　17N25E，80W　　　7．0
　171N85W，60N　　O．5－LO

　19N65W，60S　　　O
　l9N40E，64NW’　0．6
　ヨ19iN70E・8委S
　l9iN50Eタ68NW　　O．4

　211N75Eラ　78S　　　　O．2

211MOE，7をSE
　24！N22E，59NW
　　
　25「N60E．80S　　数10cm

　26：N30E．78SE　　O．7

7294N20E，　70E　　　　　O．3

7294N25E，60E　　O．5－1．O

　　N委OE，LR　　4．O

　　N姿OE，70S　E

　：N80E，60S，

　5N35E，70NW　　I．5

　5N24E，74W　　2．0－3．0

備　考

〃

〃

〃

　　〆ノ

江石南西岸

中甑一江石

荒　　ノ、　崎

33図参照

！32図参照

岩脈切断

灘鞭
　　　　　　　欝
，　　　　　　　　　　　　箋嚢

A：もめた泥岩，B：もめた砂岩，C　l破砕角礫帯（幅約60cm），D：砂岩．

　第32図　辻の堂断層（中野一江石間林道，Loc．19）
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地質調査所月報（第30巻第3号）

　　　　　　　　A：破砕された中粒砂岩，B：断層破砕帯・C：暗灰色泥岩

　　　　　　　第33図　辻の堂断層（辻の堂峠西側，Loc・14）

は通常30－40cmであり，落差は小さい．水平変位を伴っ

たものもあるが，ほとんど正断層である．

　遠目木山南麓と南東海岸には本系統の断層がよく観察

されるが，いずれも落差が小さいので，地質図には代表

的なものだけを示した．これらの断層はN15－68。Eで，

55。以上の角度でNEまたはSWに傾斜する。

　8・2・2WNW－ESE系統断層

　白亜系・古第三系境界断層：中甑島北端部には，中甑

層の塊状砂岩が幅3m以上の断層破砕帯をへだてて，姫

浦層群暗灰色泥岩に接している（第34図）・断層面は国3研

W，60。Nであって正断層である．破砕帯内部における

角礫の破砕はっよく，部分的に泥岩が石墨化している．

本断層の東延長は，江石一一茅牟田崎問の海岸における中

甑層・姫浦層群間の断層である（第35図）．ここでは断層

面はE－W，70。Nの正断層であって，破砕帯の幅は1m，

暗灰色泥岩は部分的に石墨化している．落差は中甑島北

端における落差よりもずっと小さい．さらに，この断層

を東に延長すると，南東海岸における中甑層内のN60。

W，42QNの断層にあたる．この断層は凝灰岩の薄層が

層面ですべったものである．以上を通観すると，本断層

は中甑島北端から上甑島南東海岸へN80。Wに走り，N

に傾斜し，西から東へ急激に落差が小さくなる正断層と

いえる．

　縄瀬山半島中部の断層＝縄瀬山半島の中部では白亜系

と古第三系が走向方向に接しており，走向に直交する断

層が推定される．すなわち，桑浦付近では紫赤色泥岩の

露出があって，これより北側は古第三系であることがわ

かるが，これより南側では紫赤色泥岩の挟在をのぞいて

岩相が北側と酷似しており，古第三系か白亜系か判断が

困難である．しかし，半島の南端より地層を追跡すると

桑ノ浦以南の地層は姫浦層群である．4万分の1空中写

真によると，桑浦南部をWNWに走り，半島北西岸に

至る数条の明瞭なリニアメントがある．リニアメントの

通過する北西岸の地点を海上から遠望すると，ここでは

姫浦層群の走向傾斜に変化がある．以上を根拠として，

姫浦層群と中甑層間にWNW－ESE性の断層を推定し

た．落差はそれほど大きくなく，その東延長部では消滅

するものと推定される．

　里推定断籐：里付近を境にして，それより北と南で

は，上甑島層群に大きな層序の繰返しがある．この繰返

しが摺曲によるものか，それとも断層によるものかは，

この部分が海底下にあるため，にわかに判断できない．

しかし，なまこ池・鍬崎池に分布する瀬上層と，里北方

の半島に分布する中甑層との問の層間距離及び摺曲軸の

方向からみて，断層の可能性が大きいように考えられ

る．断層とすれば，これは上甑島の長目浜に沿ってNW－

SEに走ると推定される．しかし，その正確な位置は不

明である．一方，里北方の中甑層と，里をへだてて南の

中甑層とは層位的にそれほど大きなくいちがいはない．

したがって，本推定断層は，西から東へ落差を減ずる南

落ちのヒンジ断層であろう．

　その他の断層：縄瀬山半島南端の白亜系・古第三系境
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難鱗

磁灘

灘

欝

A：中甑層の砂岩，B及びC：断層破砕帯，B：一部石墨化した暗灰色泥岩，C：姫浦層群の破砕された暗灰色泥岩．

　　　　　　　第蟄図　白亜系・古第三系境界断層（中甑島北端）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　譲嚢膿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、羅簿醗
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A：中甑層紫赤色泥岩，B：中甑層の破砕された凝灰質泥岩，C：断廟破砕帯．D：姫浦層群砂岩泥岩互層．

　　　　　第35図　白亜系・古第三系境界断層（江石南東方海岸）

界付近にN60。Wの断層があり，その東延長にあたるヘ

タの串北方に，落差約20m南落ちの断層がある．

　中甑一江石間の丘陵には，中甑層の半ドーム構造を切

ってN80－82。W，64－72。NまたはSの2断層があり，こ

れは水平変位が垂直変位より大きいすべり条痕を有す

る．しかし，周囲の地質状況から判断して，変位量は小

さい。

　そのほか，E－WないしWNW－ESE性断層は蓑掛浦や

市ノ浦その他に散見されるが，いずれも局部的で，地質

構造に大きな影響を与えていない．

　8．2．3断層と火成岩類の関係

　下甑・中甑両島では，岩脈類や花闘岩類が明らかに断

層形成後に貫入した事実が田中・寺岡（1973）により認

められている．しかし，上甑島では，このような事実，
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例えば岩脈両側の地層が喰違っていたり，断層が岩脈に

切られたりしている露頭を観察できなかった．逆に，辻

の堂断層が石英斑岩脈を切断する露頭（中野一江石間林

道），同断層破砕帯中の角礫に石英斑岩が含まれる露頭

（荒入崎），小岩脈を切る小断層の存在（馬込浦東方）な

どがある．したがって，少なくとも断層鵜は火成岩貫入

より後の時代のものがあることは否定できない．

　こころみに，岩脈の種類と岩脈の走向・傾斜との関係

について，岩脈貫入面のポールをステレオ投影して示し

たのが第36図aである．これをみると，石英斑岩の約6

分の5はNE－SWに走りWに傾斜する，ランプロファイ

アはNW－SE性のものが多く，珊岩もまた同様である．

流紋岩質岩脈と石英閃緑岩脈はNE－SW性である．この

ことから結論を導くには統計的に数が少なすぎるが，岩

脈の種類とその方向性問には，何らかの関係がありそう

である．里北方の半島南西岸では，ランプロファイア岩

脈を切断して石英斑岩岩脈が存在することからみても，

岩脈問に若干の時代的差異があるのであろう。

　3．3　構造運動の時代

　1）姫浦層群堆積後，上甑島層群堆積前に構造運動が

存在したことは先に述べたとおりである（第9図参照）・

しかし，この運動は上甑島でみるかぎ暴，上甑島層群堆

積後に生じた構造運動ほどには激烈でなかったことが推

察される．すなわち，上甑島南東海岸での傾斜不整合の

露頭において，上甑島層群堆積前にすでに傾斜していた

姫浦層群の走向は現在みる中甑層基底の走向とほぼ一致

しており，傾斜が18。程度中甑層より急であるに過ぎな
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1：流紋岩質岩脈，2：石英斑岩質岩脈，3：閃緑岩質岩脈，4：粉

岩質岩脈，5：ランプロファイア．

第36図　上甑島の砦脈類の貫入方向（貫入面のポー

　　　ル，で表現．例えばNW象限にあるポール
　　　の岩脈はNEに走りNWに傾斜）

い．上甑島全体を通じてみても，姫浦・上甑島両層群の

走向・傾斜は傾向がほぼ一致していて，両層群間には著

しい構造上の不調和はみられない．

　甑島列島を通じてみた場合，姫浦層群の複向斜軸は下

甑・中甑爾島拶）中軸に沿って瞬聾＄Wに走る．これに対

して，主として古第三系からなる上甑島の輪郭は姫浦層

群の向斜軸に直角な方向に伸長し，あたかも中甑島と上

甑島問に地質構造的不調和が存在するかのようにみえる

が，これは，上甑島が南北両端のWNW－ESE系統の断

層（境界断層と毘推定断層）によって生じた，小さな地

溝であることに注陳すると思われる．姫浦層群の向斜軸

は断層をへだてて，中甑湾の向斜軸に連なる．

　以上から推察すると，上甑島層群堆積前に姫浦層群が

うけた摺曲運動は，上甑島・姫浦両層群が一体となって

うけたその後（中新世）の摺曲運動に類似し，さらに後

者よりも緩慢な運動であったと考えられる．

　一方，天草地方では，これまでに白亜系・古第三系問

に明瞭な傾斜不整合が各地から報告されていて，古第三

系堆積前に姫浦層群が摺曲動運をうけたことが指摘され

ている（波多江，1959，19601天野，19601植田・古

川，19601TAKM＆MATsuMoTo，19601井上，19621

MIKI　l1972）．これらのうち，地質図上で古第三系，白

亜系間の明らかに顕著な傾斜不整合が読みとれるのは

TAKAI＆MATsuMoTo及びMIKIの図面で，いずれも天草

下島あるいはそれに近い長島であり，一方，天草上島以

北では，露頭観察での傾斜不整合が報告されているが，

広域にわたる顕著な斜交性は地質図からは読みとれず，

むしろ，上甑島における上部白亜系・古第三系問の構造

関係の如く調和的である。このことは，姫浦層群の摺曲

運動には地域差があって，その運動が比較的顕著であっ

たのは天草下島付近に限られるのではないかと推測され

る．

　2）　上甑島層群の摺曲生成時期は以下のように推定さ

れる．すなわち，天草型摺曲（松下，1951）を生じた運

動は天草地方だけでなく，唐津炭田南部の杵島層群（上

部漸新世）にも影響を与えている（松下，19511浦田，

1955；井上，1958）・一方，上甑島に分布する石英閃緑岩

及び岩脈類は摺曲構造を切断，あるいは地層に擾乱を与

えていることから，火成活動は摺曲運動よりは後時期

　（ほとんど同時期かもしれないが）である．これらの火

成活動が下甑島の花崩岩類貫入活動と同時期とすれば，

それは13土4m．y．（MILLER6麺1．，1962）である．以上

　から，上甑島層群の摺曲運動は中新世初期一中期といえ

　る．この時期はまた，臼杵一八代構造線の中新世初期の

活動時期（松本・勘米良，19641田中・寺岡，1973）に
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ほぼ一致する．このことは，天草型の摺曲運動が中央構

造線の活動に関係があることを示すものであろう．

　摺曲構造を切断する断層の大部分は，摺曲運動に伴っ

て，ほぼ同時代に形成されたものと考えられる．上甑島

のWNW－ESE系統の断層は，ほぼ東西からの圧縮で生

じた摺曲構造の胴切り断層（transverse　fault）であり，N

E－SW系統の断層は摺曲軸に平行あるいはやや斜交して

生ずる縦断層（longitudinal　fault）と認識される・胴切り

断層と縦断層の前後関係は，天草地方では一般に前者が

後者を切断することが多く，また，下甑・中甑両島の姫

浦層群でもこれと同様であることが田中・寺岡（1973）

より報告されているが，上甑島ではそのような関係を明

示する証拠をつかむことはできなかった．おそらく，両

系統の断層は，摺曲運動のメカニズムからみて，ほぼ同

時期に形成され，相互切断の関係にあると解釈する．た

だし，断層によっては，現在に至るまで幾度も再活動し

たものもあるので一例えば辻の堂断層一，個々の断層を

さらに詳細に検討する必要があろう．

　8・4　天草地方古第三系との構造的関連性（第37図）

　天草地方の古第三系はNE－SW性摺曲軸が幾っか並走

する天草型摺曲構造（松下，1951）をなしている．各摺

曲の翼部の傾斜は10－60。で，摺曲軸に沿って地域により

ドーム・べ一ズン構造がある．断層は摺曲軸に直交する

NW－SEまたはE－W性断層と，軸に平行あるいはやや

斜交するNNE－SSWまたはNE－SW性断層が発達す

る．いずれも高角度断層であるが，前者は正断層が多

く，後者には逆断層がみられる．

　一方，上甑島層群にも雁行するNE－SW性の向斜軸・

背斜軸があり，べ一ズン・ドーム構造がみられ翼部の傾

斜は10－45。である。断層はNE－SW性とWNW－ESE性

の2系統の断層が発達する．このような上甑島層群の構

造は，上記の天草型摺曲構造の特徴に一致する．さら

に，甑列島は天草地方の地質構造伸長方向の南西延長上

に位置する．以上から明らかなように，上甑島層群は，

天草地方古第三系と同一地質構造区に属している．

　では，上甑島と天草地方との問で，具体的にどのよう

に構造線がつながるかは，両者間に海域があるため推定

するよりほかはないが，おおよその傾向，とくに天草地

方の紫赤色泥岩の分布からみると，上甑島層群の摺曲軸

のうち，中甑湾一鍬崎池を通る向斜軸か，または筒島・

野島問の向斜軸のどちらかが，天草下島南東岸に沿って

走る本渡向斜（松下，19511波多江，1960の産島向斜）

に連なるのではないかと，考えられる．波多江の記載や

納富（1930）の地質図では，本渡向斜にべ一ズン構造が

幾つかみられるので，上甑島と天草地方問には，いくっ

かのべ一ズン構造が向斜軸に沿って存在し，さらにべ一

ズン間に，E－W性の胴切り断層が発達すると想像され
る．

　本渡向斜軸の西側を，天草下島南東岸に沿って走る高

角度の上平断層（波多江，1960）は，上部白亜系・古第

三系の境界をなす顕著な断層であるが，この南延長上に

辻の堂断層がある．辻の堂断層は幾つかの断層からなる

幅広い断層帯を形成していて，先述のように甑島推定断

層から分岐したものと考えているが，あるいは上記の上

平断層系列のものと合流して形成された複合断層かもし

れない．

　両地域の構造的関連性をさらに推し進めると，天草下

島中央部を縦断する一町田向斜軸は上甑島北西方海域を

走ることが予測される。また，天草下島西岸をN－Sに

走る基盤断層は，木村ら（1975）の海底地質図にみられ

る伏在貫入岩体東側の断層に連絡するかもしれない．

9・要約と結論

　1）　上部白亜系姫浦層群を傾斜不整合に覆う古第三系

上甑島層群は全層厚1，900m以上に達し，下位から中甑・

小島・瀬上の3層に区分される．

　2）岩相及び岩質から，中甑層は蛇行河川堆積物，小

島層は沿海性堆積物，瀬上層はさらに沖合の海底堆積物

と推定される．

　3）中甑層のサイクリックな堆積の原因は，連続的に

沈降する堆積盆地内における蛇行河川の流路変化と考え

る．

　4）　中甑層の紫赤色泥岩は氾濫原堆積物で，赤色化は

堆積場における鉄の酸化によると考えられる．

　5）　小島層に海性貝化石を産したが，時代決定の決め

手にはならない．しかし，中甑・小島及び瀬上層は，岩

相上，それぞれ天草地方古第三系の赤崎層・白岳層及び

教良木層にほぼ対比できよう．

　6）上甑島層群はNE－SW方向の軸をもつ複向斜構造

をなし，NE－SW性とWNW－ESE性の2系統の断層が

発達する，これらの構造は主として中新世初一中期に形

成され，同時期における臼杵一八代構造線の活動に関係

があるように考えられる．

　7）姫浦層群堆積後，上甑島層群堆積前の構造運動

は，上甑島ではむしろ緩慢な摺曲運動と考えられる．

　8）　上甑島層群の地質構造は，天草地方古第三系のそ

れとよく似ており，甑島列島は明らかに，天草地方と同

一の地質構造区に属する．
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